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所 長 高 橋 信 行 

■本研究所がすすめる地域志向研究の３つのタイプと地域交流 

１．プロジェクト共同研究 

２．地域共同研究 

３．地域委託研究・事業 

４．地域交流活動 

プロジェクト共同研究 

地域共同研究 

地域委託研究・事業 

地域交流活動 



学生によるインタビューの様子

 
 
 

ロジェクト研究 
 

「南大隅町を中心とした大隅半島地域の地域づくり（地域福祉を含む）と産業の育成」 

究スタッフの研究活動紹介 

研究チーフ 高橋信行（研究所所長） 

研究テーマ「過疎地域の地域福祉推進計画はいかにあるべきか」 

 

南大隅町の地域福祉の推進 

 
高齢者インタビューについて 

 
アンケート調査の結果 

 
今後の予定 



研究チーフ 経済学部 武田篤志 
研究テーマ「サービス経済に代わるホスピタリティ経済という観点から、南大隅町の歴史・文化・環境

に根ざした『場所』づくりの可能性を探る」 
 

 
７月25日(金)「辺塚地区史跡巡り」 

 
７月26日(土)根占川北地区・八坂神社の「おぎおんさあ」に参加 



研究チーフ 経済学部 富澤拓志 
研究テーマ「南大隅町を含む大隅半島の地場企業・農業者等の事業状況および企業間関係を調査し、    

この地域の産業振興の方向を明らかにする」 
 

研究チーフ 経済学部 馬頭忠治 
研究テーマ「地域づくりのための地域住民による協働の可能性の探究」 
 



学内ホームページ 〈2014/09/10〉 
 本学と南大隅高校が高大連携  
 
経済学部の学生らが南大隅高校を訪れ、生
徒と一緒に地域活性化策を探ろうというワー
クショップを行いました。若い視点を地域づ
くりに生かそうという高大連携事業。今後も
講演会やイベントなどを開いていきます。  

参加したのは本学側が経済学部の馬頭忠
治教授とそのゼミ生ら15人。高校側は商業
科の2年生21人。初日の8月21日は、
観光に関する講演を聴いてグループ討論を行
いました。ホテル佐多岬の宮迫孝子社長が「南
大隅のポテンシャルをデザインする」と題し

て講演し、観光の現状や問題点を訴えました。
その後、8グループに分かれて宮迫社長への
質問と提案を発表。南大隅が持つ人的・文化
的ポテンシャルの発見と交流、交通の利便性
向上、土産品の開発を指摘する内容が多く挙
げられました。  
 
2 日目の 8 月 22 日は、ゼミ生が企画し

ている「南大隅町観光マップ」作りを高校生に紹介しました。マップはオリエンテーリングを絡めて、現地
の豊かな自然を楽しめるように工夫。「地域の魅力をみんなで再発見し、オリジナルな方法で伝える大切さ」
を訴えました。また、ゼミ生がこの6月聴講し記録した、南大隅高校生3年生の鹿児島県高等学校生徒商業
研究発表大会での報告「地域活性化プラン『最南端缶』」をＤＶＤで紹介し、大学生がこの高校生の取り組み
から多くを学んだことを伝えました。また同日午前、南大隅町役場を訪問し、森田俊彦町長など企画課の職
員に訪れた町の印象と感想を伝えるとともに、今後の高大連携プランを紹介し意見交換しました。  
 
馬頭教授は、本学地域総合研究所が2014年度からスタートした「南大隅町を中心とした大隅半島地域の
地域づくり〔地域福祉を含む〕と産業の育成」のプロジェクトメンバーで、「地域づくりのための地域住民に
よる協働の可能性の探究」をテーマにしています。大学生や高校生ら将来地域を担っていく若者をつながり
の核とする地域づくりの可能性を実践的に模索しようと、今回の高大連携事業を進めていきます。 
 

 

研究チーフ 経済学部 吉田春生 
研究テーマ「南大隅町の地域資源を活かした観光はいかに可能か」 

 

本学経済学部の馬頭教授 ホテル佐多岬の宮迫社長

ワークショップでは高校生と大学生が積極的に意見交換



研究チーフ 経済学部 渡辺克司 
研究テーマ「南大隅町地域の集落・農村構造と農村社会維持・存続・発展条件の解明」 
 





域委託研究・事業 
―徳之島３町と障がい福祉計画策定に関わる委託契約の締結― 

域交流活動 地域セミナー「福祉計画における基礎調査のすすめ方研修会」の実施 
2015年３月12日予定   自治体及び社会福祉協議会及び各種団体職員を対象にした研修 

 

●福祉計画における調査活動の意義と具体的進め方 

午前10時より12時（講義）  午後１３時より１６時（演習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元 

ワークショップ 講演会


